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　この事例研究では、政策分析の専門家として国際政治経済分野での本格的実証論文や実証的リサーチペーパー、ワーキングペーパーを書くための準備を経験・実践する。

実証性の高い政策分析ペーパーを書く過程を（１）有意な問題設定、（２）先行研究に基づいたリサーチ・デザイン、（３）そのための先行研究サーベイ、（４）データ、資料の収集、（５）データ、資料の処理・集積、（６）ペーパー執筆、とすると、この事例研究では最低（４）か（５）までの過程を各自またはグループで、参加者全員の相互助言や批判を受けながら行なう。従って、リサーチペーパーの完成は要件ではなく、データセット、資料集やデータ処理結果の発表・提出が評価対象となる。焦点は、論文・ペーパー執筆の一歩手前までの過程をしっかり実践し、その技術を修得することである。従って、他の演習のためのペーパー執筆のためにこのゼミを使うことも可能であるが、研究の内容は国際政治経済分野でなければならい。

具体的手順（案）——
（1） 政治学一般の方法論に関連する著作を全員で手分けして講読する。そこでは研究関心にもっとも適した分析手法と分析素材について理解する。

（2） その間、第２週（１０月２０日）までに関心を共有するグループまたは個々人で、ペーパーの仮題目を用意・提出する。

（3） その間、関心を共有するグループまたは個々人で、関心分野の先端的著作や最新の実証分析に関するサーベイをおこない、第４週目（１１月９日締切）にサーベイ（参考文献や利用可能なデータセット、年表の出典の紹介）。

（4） サーベイ提出後、教室で順次進捗状況を口頭発表をしつつ、全員で議論、討論して、各自、各グループともデータセットまたは事例資料集の完成をめざす。

（5） 報告・討論を参考に、最終回の授業で完成したデータセットや事例資料集、参考文献表・年表を提出し、試験期間中（２月１０日予定）に発表会を開催する。

サーベイ・ペーパーに必要な関心分野の最近の業績や実証分析の検索に関しては、個別に相談するが、さしあたりは、大学の研究所や個別研究者はもとより、国際機関（ＩＭＦ、世銀、ＯＥＣＤ、ＷＴＯ、ＢＩＳ等々）や各国経済研究機関（ＮＢＥＲ，ＣＥＰＲ，ＩＩＥ等）、各国中央銀行や政府研究機関（ＲＩＥＴＩ等）などは、殆どがワーキングペーパーを出しているので、それらを検索してダウンロードしていくのが効果的であろう。それを踏まえて、そこで引用されているような論文や学問業績を「芋蔓式」に発見していく手もある。

単位要件は（１）ゼミ出席、（２）サーベイ・ペーパーの提出と口頭発表、（３）データーセットや事例資料集の口頭発表と提出である　

（尚、このシラバスは http://www.iss.u-tokyo.ac.jp/~hiwatari/ からもダウンロードできるようにする。）
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